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《黄色信号》
◯ 黄色信号では、止まる
◯ 前の車は止まるかもしれない （追突を避ける）
◯ 車間距離を十分に空けておく

《交通事故防止ポイント》 （わかっちゃいるけど再確認）
◯ 冬道のスリップ特性や車両特性を踏まえた運転
◯ 冬道の適切なスピード、車間距離を保持
◯ 信号、一時停止等のルールを遵守できる運転
◯ 早め早めの減速、ブレーキングで追突事故防止
◯ 特に高速道路では多重事故が起きやすい
◯ カーブ特有の危険を意識し、カーブの手前で十分減速
◯ 特に冬道におけるトレーラのブレーキングを再確認
◯ 吹雪等の視界不良を甘く見ずに、慎重に運転

運送業の労災、とにかく多い、「挟まれ・転落・転倒」
○ 鋼材、資材の積み降し作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み降し作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○ 敷き鉄板の積み降し作業時、ユニック作業に注意しましょう
○ 「吊り下」には 、絶対、絶対･････入らないこと 『逃げ場』の確保
○ ワイヤー、フック、シャックルの安全点検

「夫が屋根から落ちた」
雪下ろし、 70代男性 はしごごと倒れ意識もうろう

◇ハウス、トイレの積み降し作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう◇
◇足を滑らせ、荷台からの転落に注意しましょう◇

◇転落を未然に防ぐ、『背中を荷台の外側に向けない』ようにする（後ずさりは厳禁）◇
２０２３／１／６（金） １３：４６

６日午前１０時３０分ごろ、旭川市末広２条１丁目で、「夫が屋根から落ちた」と同居の家族から通報がありました
。警察や消防によりますと、この家の７０代男性が、はしごを上っている最中にはしごごと倒れたとみられ、男性
は意識もうろうの状態で病院に搬送されました。男性は屋根の雪下ろしをしようとしていた。

夕方5時 軽バンが中央線はみだし
乗用車と正面衝突

軽バンの高齢男性死亡、同乗の妻も重傷
◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い！◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２３／１／６（金） ５：３５
５日午後５時半頃、広島県の国道で、軽バンがセンターラインをはみ出し対向の乗用車と正面衝突しました。こ

の事故で、軽バンを運転していた男性（８８）が発生からおよそ４時間後に死亡が確認されました。また、一緒に
乗っていた男性の妻（８７）も重傷だということですが、乗用車の男性（３３）は軽傷で、命に別状はないというこ
とです。現場は、見通しのよい片側１車線の国道で、警察は、軽バンがなんらかの理由で運転を誤りセンターラ
インをはみ出たのが事故の原因とみて詳しく調べています。

深夜2時 道路上にいた女性
軽乗用車にはねられ死亡

片側1車線の直線
信号や横断歩道はなかった

◇夜間、早朝も道路を横断する歩行者がいます◇
◇「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇

◇夜間は、歩行者が見えづらくなるので、「ハイビーム」を活用しましょう◇
２０２３／１／６（金） １２：１５

６日午前２時前、島根県の県道で道路上にいた女性が軽乗用車にはねられました。この事故で、近くに住む５０代
の女性が全身を強く打ち死亡しました。現場は片側一車線の直線道路で、信号や横断歩道はありませんでした。
警察は、軽乗用車を運転していた女性が前をよく見ていなかったとみて事故の詳しい原因を調べています。


